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学長ごあいさつ

地域医療を先導していく次世代の病院経営者の育成を横浜で
　横浜市立大学は、附属病院、附属市民総合医療センターという2つの大規模病院を有し、

これまで高度な先進的医療のみならず、政策的医療提供など地域の安定的な医療に寄与し

てきました。一方、日本の社会は待った無しの少子高齢化社会を迎え、地域から求められる医

療は日々 変化すると共に、さまざまな課題を抱えています。大学病院においても例外ではなく、あ

らゆる変革が求められております。横浜市立大学はこれらに対応するため、経営改善プロジェク

ト等を立ち上げるなど取組みを進めているところであります。

　特に、病院長をはじめとする病院の管理職には、病院の役割をも十分に理解した上で、地域

医療の中における医療政策を含めた医療経営の知識が求められるようになってきております。そ

のような中、横浜市立大学は、平成29年度文部科学省「課題解決型高度医療人材養成プ

ログラム」に採択され、平成30年度から「YCU病院経営マネジメントプログラム」をスタートする

ことになりました。医師、看護師、事務管理職、医療行政職の方々のための履修証明プログラ

ムで、実践的なケーススタディを中心とし、医学研究科、国際マネジメント研究科、附属病院、

附属市民総合医療センターの4拠点で展開していくものであります。

　次世代を担う新たな病院経営人材が育っていくよう、横浜市医療局や横浜市医師会とも連

携しながら、大学として強力にプログラムを推進していきます。

急激な高齢化により、大学病院は様 な々新たな課題に向き合うことになります。典型的な都市型医療の課題－高齢化に伴う急性期病床の
過剰と回復期・慢性期病床や地域の介護力等の不足、大学病院の使命である高度医療、急性期医療を終えた患者を地域の戻す際の困難
さ等－を克服し、大学病院の健全経営を担保するために、以下の資質を備えた人材の育成を行います。

♦�医療安全や病院管理等の基本的資質に加え、地域毎の医療環境の中での自院の戦略的ポジショニングを考え、大学病院
を変革する力
♦�地域の医療・介護システムを構築していく中で大学ならではのリーダーシップを発揮し、病院単独では解決できない経営問
題をその地域の行政・医療・介護の担い手、住民等と協働しながら解決する力

横浜市立大学　学長

窪田 吉信

■事業の実施体制図

■「都市型地域医療を先導する病院変革人材育成」事業概要
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YCU病院経営マネジメントプログラム概要

■ �YCU病院経営マネジメントプログラム
―大学病院長・幹部候補のライセンスとしての履修証明プログラム※

大学病院長候補者、病院長を補佐する医師・医療従事者、看
護管理職候補者、事務管理職候補者、自治体関係者などを対
象にした1年間（最大2年間）のコースです。

教育プログラムの育成人材像

⑴�超高齢社会に対応する日本の医療政策、および各自治体の
実態を理解している。
⑵�高度急性期医療を使命とする大学病院が今後取るべき戦略
や経営管理の方法について理解している。
⑶�複雑な都市環境における医療・介護・福祉の担い手と連携し
ながら病院経営を実行・助言できる。

プログラムの内容

必修科目内容
医療政策学 15時間

医療における管理者の視点を養成することを目的として、医
療政策学を学ぶ講義について開講する。本講座では、病院、
保険者、横浜市、神奈川県、国の5つの視点から包括的
に医療政策について学ぶ。

医療経営学 15時間

病院経営の理論と実際について学ぶ。具体的にはDPC及
び原価情報の活用による経営改善や医療情報・医療デー
タの二次利用方法に触れ、高度急性期医療を使命とする
大学病院が今後取るべき戦略や経営管理の方法について
理解する。

安全管理学・ガバナンス 15時間

組織としての管理と現場での連携促進の2方向から患者安
全を確保するための方策を学ぶ。理想論の追求ではなく、リ
アルワールド（病院）での医療安全推進活動の見学や職員
を対象にした医療安全教育の実体験を通した学習を中心と
する。

特別研究 52.5 時間

特別研究（52.5h）・ケーススタディ研究・演習
大学病院の現場における、大学病院長主導による経営改
善実習 

選択科目内容　（1科目選択）
臨床医学概論 22.5 時間

医師以外の方を対象に、臨床医学のエッセンスを体系的に
理解し、疾患の概念や特徴、臓器の機能と恒常性を保つた
めのからだのしくみを理解し、医学全般を俯瞰する能力を育
成することを目的とする。臨床医学の最新動向、技術的進
展、学術成果などを理解した上でそれぞれの研究において応
用できるようになる。

臨床統計学 22.5 時間

臨床試験でプロトコールを作成する上で必要な統計的手法を
学ぶ。臨床研究で実際に用いられている統計手法（検定
方法や回帰モデル）を習得する。解析ソフトを用いて講義で
得た知識を実際のデータ解析に活用するための実習を行う。

医学教育学 22.5 時間

人材育成のための能動的教育手法の実践と専門職連携の
概念と教育手法の習得を目的として、イントロダクションの講
義後、履修者と共にディスカッションを行う。

看護管理学 22.5 時間

看護管理の理論と方法を概観し保健・医療・福祉システム
の変化における看護管理上の課題を明確にし、看護管理
者、CNSとして効果的に組織をマネジメントするために必要
な知識を学習する。

看護政策学 22.5 時間

看護の質向上に向けて求められる看護政策、制度の理念、
機能、意義ならびにその展開に必要な知識と技法について
今日の社会的背景も踏まえて学ぶ。

調査方法論 22.5 時間

公的統計調査等について適切な調査の企画・設計ができる
ようになるため、調査票の作成方法や調査実施方法、標本
抽出の方法や母集団推定の方法など、文理をまたいだ様々
な技術について概要を網羅的に学ぶ。

公会計研究 22.5 時間

公会計研究では、行政や病院、大学等における会計問題
を対象とした研究を包括的にレビューし海外トップジャーナル
における公会計研究の課題と展望を理解する。

医療イノベーション経営 22.5 時間

医療イノベーション経営では、医療組織の経営戦略や経営
資源の開発、マーケティング、医療の質の確保などについ
て学ぶ。受講生が履修しやすいよう、夏季土日等の休日に
集中講義として実施する。

平成30年度開始に向けて、カリキュラムの策定を行い、募集を
行いました。

■平成30年度履修生の募集概要

出願資格：	�医療または行政関係の職務に3年以上携わって
いる者

募集人員：	10名／年
出願受付：	平成30年2月9日（金）～平成30年2月19日（月）
選考（面接）：	平成30年2月26日（月）、27日（火）
合格発表：	平成30年3月19日（月）

合格者 応募人数

人数 15 23

※「履修証明プログラム」は、学校教育法第105条及び学校教育法
施行規則第164条の規定に基づき、大学が主として社会人向けに体
系的な教育プログラムを開設し、その修了者（120時間以上の履修を
完了する者）に対し、学長名の履修証明書を交付するものです。
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● �本日の講座を受けて当院の経営企画課が
行っている内容がもり込まれており、彼らの行っ
ている事に理解が深まりました。自身でもこれ
から医療経営者を目指す者としてまた学ぶ事
が多いと感じました。

● �日常ふれる事がなかった計算書等の学習がで
き良かった。医療機関の財務の流れが理解で
きました。自院が今、病床転換を行っているの
ですが進むべき方向が間違っていないのでは
ないかと感じる講義でした。

● �全5回とも非常に考えさせる内容の講義が多く、
経営層、現場層に伝えて行くべき題材がありま
した。他にも医療経営に関するものは多岐に
およぶと思いますので5回だけでなく講義を増
やしてください。

● �自分自身が政策立案の現場にいるにも関わらず、
想いや理解が足りていなかったと痛感しました。
刺激をいただいたので、気持ちを新たに仕事に
取り組みたいと思います。

● �将来の医療需要に備え､対応するために、多く
のデータに基づき分析されていると、中医協、地
域医療構想調整会議においても主張されてい
ることが理解出来ました。県の医療費適正化
計画とも連携し、患者家族の意識を変えていくこ
と、医療資源だけでなく、財源を守ることも広報、
啓発を通じ発信していくことが重要と思います。

● �市の取組む医政策を網羅的に聞くことが出来て
大変勉強になりました。また、今後の課題や問
題点についても明確に示しているので、医療機
関の方 か々らも課題を共有、何から取り組んだら
良いか考えるために役立つ内容だと思います。

受講者アンケートより

受講者アンケートより

プレ講座開催報告「医療経営学」「医療政策学」

■医療経営管理者の養成講座～医療経営学入門～

【第1回】
オリエンテーション／
病院経営と会計情報の活用
講師：�黒木 淳（横浜市立大学学術院

国際総合科学群 准教授）

【第2回】
病院における経営戦略
講師：�松村 眞吾 氏（大阪市立大学

大学院 経営学研究科 特任教授）

【第3回】
病院に対する医療経営分析
講師：�上村 知宏 氏（独立行政法人

福祉医療機構経営サポートセンター
コンサルティンググループ 
チームリーダー）

【第4回】
DPC情報を活用した医療経営
講師：�大坪 徹也 氏 （京都大学医学部

附属病院特定講師、国立大学病院
データベースセンター 副センター長）

【第5回】
病院を取り巻く環境と経営管理
講師：�田中 利樹（横浜市立大学附属

病院医事課課長補佐
医療経営アドバイザー）

■医療政策学入門～医療政策の包括的な理解を目指して～

【第1回】
厚生労働省の地域医療政策
講師：�伴 正海 氏（厚生労働省医政局

地域医療計画課
医師確保等地域医療対策室
病床機能報告分析専門官）

【第2回】
保険者と診療報酬支払
講師：�棟重 卓三 氏
（健康保険組合連合会理事）

【第3回】
医療政策と病院経営
講師：�今田 敏夫 氏
（済生会横浜市南部病院長）

【第4回】
横浜市の医療政策
講師：�倉本 裕義 氏（横浜市医療局

医療政策部医療政策課長）

【第5回】
神奈川県の医療政策
講師：�中澤 よう子 氏
（神奈川県保健福祉局技監 兼
保険医療部長）

開 催 日	 平成30年1月20日（土）～2月24日（土）
	 10：00～12：00（全5回）
開催場所	 いちょうの館多目的ホール（金沢八景キャンパス）
参加者数	 申込者数 35名

開 催 日	 平成29年10月21日（土）～11月25日（土）
	 10：00～12：00（全5回）
開催場所	 いちょうの館多目的ホール（金沢八景キャンパス）
参加者数	 申込者数 33名

開催日
第1回 第2回 第3回 第4回 第5回

計
1/20 1/27 2/3 2/17 2/24

参加人数 27 22 24 27 24 124

開催日
第1回 第2回 第3回 第4回 第5回

計
10/21 10/28 11/11 11/18 11/25

参加人数 26 26 24 25 24 125
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医療経営研究会開催報告

研究会の目的 　
①�医療福祉の財務情報・非財務情報に関連する実証的研究を
行い、研究成果を効果的・効率的な経営や政策に生かすこと
②�行政（横浜市）・事業者・研究者による交流を促進し、知見を
深めること

第6回開催の目的

病院・医療従事者の労働環境と生産性について議論し、これらの
非財務データを用いた病院経営のあり方について検討すること

プログラム （14：00～17：00）

14：00～14：10
参加者自己紹介

14：10～14：30
解題：病院における労働環境と生産性、経営上の問題点
黒木 淳　本学大学院国際マネジメント研究科
田中 利樹　本学附属病院・医療経営アドバイザー・

コーディネーター

14：30～15：10
テーマ①　医療機関における労働環境と生産性
松村 眞吾 氏　大阪市立大学経営学研究科 特任教授
（H30年度4月より本学国際マネジメント研究科 特任教授に
就任予定）

15：25～16：10
テーマ②　医学教育と医師の労働環境
稲森 正彦　医学部医学教育学教室

16：10～16：55
テーマ③　医師の偏在と労働環境、生産性
大坪 徹也 氏　京都大学医学部附属病院

17：00～17：30
総括&ディスカッション

■医療経営研究会 ■医療政策学・医療経営学
テキストの制作

「医療政策学」「医療経営学」の共通テキスト（本文132ページ）
を制作しました。
このテキストは、平成30年度開始「YCU病院経営マネジメント
プログラム」の受講者に配布されます。

第1章	 厚生労働省の地域医療政策
	 伴 正海 氏（厚生労働省医政局地域医療計画課）
第2章	 横浜市の医療政策
	 横浜市医療局
第3章	 保険者と診療報酬支払
	 棟重 卓三 氏（健康保険組合連合会 理事）
第4章	 社会保険診療報酬支払基金の現状と展望
	 戸谷 義幸（横浜市立大学附属病院 准教授）
第5章	 医学部教育と大学病院の人材活用
	 稲森 正彦（横浜市立大学医学部 教授）
第6章	 外部環境と大学病院経営の実際
	 田中 利樹（横浜市立大学附属病院）
第7章	 大学病院戦略
	 松村 眞吾 氏（大阪市立大学 特任教授）
第8章	 病院管理会計とコスト情報の活用
	 黒木 淳（横浜市立大学 准教授）
第9章	 ＤＰＣ情報の活用
	 大坪 徹也 氏（京都大学医学部附属病院 特定講師）
第10章	 財務分析の方法
	 上村 知宏 氏（独立行政法人福祉医療機構）

■公的病院を対象として
アンケート実施

調査結果を「YCU病院経営マネジメントプログラム」特別研究
のケース研究の教材とするため、アンケート調査を実施しました。

（1）目 　 的

ア　�大学病院の経営改善の取り組みについて今まで包括的な
調査をされたことはなく、大学病院の経営実態について明
らかにするとともに、ケースとなりうる大学病院の取り組みを
探索するため

イ　�公的病院（国立病院、公立病院、国民健康保険病院など）
にも対象を広げ、地域医療を担う病院の経営実態と課題を
明らかにするため

（2）調 査 実 施 日

平成30年2月15日（木）～平成30年3月30日（金）

（3）調査対象件数

全国大学病院、公的病院（国立病院、公立病院、国民健康保
険病院など）１,416件

開 催 日	 平成30年2月17日（土）14：00～17：30
開催場所	 横浜市立大学文科系研究棟1F 大会議室
	 （金沢八景キャンパス）
参加者数	 21名
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YCU病院経営マネジメントシンポジウム

プログラム

■大学病院と地域の病院・診療所との連携と機能分担
都市における医療の課題と将来の報告

開 催 日	 平成30年2月24日（土）
	 18：00～20：00
開催場所	 神奈川県立かながわ労働プラザ
参加者数	 109名

参加者からは、「医師が医療政策や経営に積極的にな
ることが必要」「実務人材と経営人材のミッションの違い
を理解した」「人材トレーニングの大切さを改めて見直し
たい」「自施設で今後の展望をどう考えるか学べた」等の
意見をいただきました。

アンケート結果から
（回答者数58名　回答率53.2％）

医療局から見た地域医療の課題

横浜市医療局長

増住 敏彦 氏

座長

慶應義塾大学名誉教授

田中 滋 氏

北里大学新病院プロジェクトを
通じて考えた大学病院の役割

北里大学医学部教授

渋谷 明隆 氏

地域における大学病院と
一般病院の連携と
すみわけについて

公益財団法人慈愛会理事長

今村 英仁 氏

横浜市大病院経営プログラムが
目指すところ

横浜市市立大学
附属市民総合医療センター病院長

後藤 隆久

「YCU病院経営マネジメントプログラム」のキックオフシンポジウ
ムには、医療従事者、病院関係者、医療行政に関わる方など、
多くのご来場をいただき、また、登壇者の報告に熱心に耳を傾け
ていただきました。
平成30年度から開始するこの
プログラムにも高い関心を持って
いただくことができました。

パネルディスカッション

シンポジストそれぞれの発表の後、会場からの質問をもとに、パネ
ルディスカッションが展開されました。
最後に神奈川県副知事の首藤健治氏からもごあいさつをいただ
き、盛況のうちに閉会となりました。





お問い合わせ
横浜市立大学　福浦キャンパス学務・教務課
〒 236-0004 横浜市金沢区福浦 3-9
TEL：045-352-7968　FAX：045-787-2767　E-mail：hp_mgt@yokohama-cu.ac.jp

金沢八景キャンパス
〒 236-0027 横浜市金沢区瀬戸 22-2

横浜市立大学 横浜市立金沢
高等学校

国道16号

京浜急行線

至品川
至新逗子

至三崎口

シーサイドライン
金沢八景駅

改札を出て駅ホーム
下ガードをくぐる

金沢八景駅

京急金沢八景駅～大学
シーサイドライン
金沢八景駅～大学

●横浜市立大学金沢八景キャンパス

〒236-0027  横浜市金沢区瀬戸22-2
●京浜急行「金沢八景駅」下車徒歩5分
●シーサイドライン「金沢八景駅」より徒歩７分
主な駅から京浜急行「金沢八景駅」までの所要時間
○「横浜駅」から京浜急行快特または特急で約20分
○「品川駅」から京浜急行快特または特急で約40分

福浦キャンパス・附属病院
〒 236-0004 横浜市金沢区福浦 3-9

ガソリン
スタンド

医学部
医学研究科

附属
病院

シーサイドライン
市大医学部駅

至
新
杉
田
駅

至
金
沢
八
景
駅

附属市民総合医療センター
〒 232-0024 横浜市南区浦舟町 4-57

京浜急行
至金沢文庫

市営地下鉄

大岡川

首都高速  3号狩場線

国道16号線

横浜青少年相談センター

郵便局

南区役所

南吉田小学校

市民総合医療センター
（市大センター病院）

阪東橋駅

黄金町駅
至横浜

平成 29 年度

事業報告書
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